
 
 

令和８年８月３１日 

国土交通省関東地方整備局 

常陸河川国道事務所 

 

「茨城県 ICT 施工経営者セミナー」を開催します 

～経営者の方を対象とした ICT 施工に関するセミナー参加募集～ 

 

茨城県 DX・i-Construction 推進連絡会では、ICT 施工の裾野を広げるため、地域を地盤と

する建設業の経営者の方を対象としたセミナーを開催します。 

ICT 施工導入のきっかけ作りとなるよう、ICT 施工の導入メリットや小規模工事における

ICT 活用の事例などについて紹介いたします。 

 

【開催概要】 

･日  時：令和８年１０月７日（水）13:30～16:00（受付 13:00～） 

･場  所：茨城県市町村会館 2F 201 会議室 （web 併用） 

茨城県水戸市笠原町９７８－２６ 

･対 象 者：茨城県内建設業の経営者もしくは経営を補佐する立場の方 

      参加を希望される方は別紙にて事前登録願います。 

･内  容： (1)発注者のICT普及促進の取組紹介（関東地方整備局、茨城県） 

(2)講演：１．「The土木現場」からの脱却 

                 ２．小規模現場での効果的なICT活用方法 

       (3)ディスカッション 

 ･取  材：取材を希望される方は別紙にて事前登録願います。 

＜発表記者クラブ＞ 竹芝記者クラブ 神奈川建設記者会 茨城県政記者クラブ 

＜問い合わせ先＞  

関東地方整備局 常陸河川国道事務所 

電話：０２９－２４０－４０６１（代表） メールアドレス：ktr-hitachi-sekotai@ki.mlit.go.jp 

副所長 日髙（ひたか） （内線：２０４） 

副所長 川村（かわむら） （内線：２０５） 

副所長 秋元（あきもと） （内線：２０６） 

工事品質管理官 常陸（ひたち） (内線：３０２) 

品質確保課長 飯島（いいじま） （内線：２７１） 

 



茨城県
ICT施工経営者セミナー

2026.10/7 水

13:30 ~ 16:０0
茨城県市町村会館
2F 201会議室
（オンライン同時配信）

茨城県内の建設業の経営者クラス
（経営企画担当者含む）を対象と
した建設現場のＩＣＴ施工に関す
るセミナーです。
本セミナーでは、先進的に導入活
用されている企業の方を講演講師
に迎え、参加者とのディスカッ
ションを通して、ご参加の皆様の
導入活用や、事業展開イメージの
構築をお手伝いします。

問合せ先：関東地方整備局常陸河川国道事務所品質確保課 029-240-4068

【主催】 茨城県DX・i-Construction推進連絡会

〔 (一社)茨城県建設業協会，茨城県， 国土交通省関東地方整備局 茨城県内の事務
所（港湾を含む） 〕

※会場併設の駐車場には限りがございます。公共交通機関でお越しください。

《事前申込》

無料
《事前申込》

無料

※国土地理院地図を加工して作成

拡大図
茨城県市町村会館

住所 茨城県水戸市笠原町978-26



茨城県
ICT施工経営者セミナー

水

《内容》

１ 発注者のＩＣＴ普及促進の取組紹介
関東地方整備局及び茨城県の取組について紹介します。

２-① セミナー講演
講師 戸邊建設（株）

森 竜児 氏
「The土木現場」からの脱却
地域密着型企業によるICT活用の実践事例

《応募方法》
参加をご希望される方は、所属協会様を通してお申込みください。
または、下記事務局まで直接お申し込み下さい。

(１) 参加を希望される皆様
右記リンク先又は二次元バーコードにて申込ください
リンク先：茨城県ＩＣＴ施工経営者セミナー参加申込

(２) 参加申込期限 令和８年９月２５日（金）

２-② セミナー講演
講師 日本キャタピラー合同会社

齊藤 尚寛 氏
「小規模現場での効果的なICT活用方法」

３ ディスカッション

講演講師と参加者によるディスカッ
ション。
ご参加の皆様のＩＣＴ施工状況や成果、
課題等について、フリートーク形式で
意見・情報交換を行っていただきます。

（会場参加者のみ）

茨城県ICT施工経営者
セミナー参加申込み

取材を希望される皆様
氏名、会社名、連絡先（電話番号・FAX番号・メールアドレス）
を記載のうえ、令和８年１０月２日（金）までに
ktr-hitachi-sekotai@ki.mlit.go.jp へご送付ください。

https://forms.cloud.microsoft/r/76ApNy0EzX
https://forms.cloud.microsoft/r/76ApNy0EzX
mailto:ktr-hitachi-sekotai@ki.mlit.go.jp

